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吶鴎の妻黄素貞の存在と恋人百合子の投影を発見した[張 2005]。斎藤敏康は 2003 年発表
した論文「蘇る漂白のモダニスト―『劉吶鴎全集』（全五巻）を評す―」[斎藤 2003]の中
で『全集』出版の背景と意義、日記への考察及び誤読・誤記について詳しく論じた。さら
に 2004 年「舞王・劉吶鴎の恋――公表された 1927 年の『日記』から」[斎藤 2004]を発表
し、劉吶鴎が 1927 年の日記に記録された上海での生活及び揺れ動く感情の繊細さを読み取
った。三澤真美恵は 2003 年「「孤島」上海映画工作の一側面――ある台湾人「対日協力者」






















































































収録しているほか、1932 年『現代』第 2 巻第 1 期に発表された「赤道下」、1934 年『文藝










































































































































































































































































































































































































































































































欢喜造成一个饱和状态的氛围气。可是太得意的 Union Jack 却依然在美丽的青
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を込めて 1919 年（大正 8）に断髪、「大正時代に断髪洋装の新聞記者として活躍」[森 2008：















てうたち「新しい女」であった。らいてうは 1927 年（昭和 2）6月『太陽』に「青踏社の






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「流」という作品は 1928 年 12 月劉吶鴎とその文学仲間たちにより開設される水沫書店
から発行された『無軌列車』という雑誌の第 7期に登載され、のち劉吶鴎の短編小説集『都














し、中国共産党を排撃（国共分裂）すると宣言した。5 月 27 日日本田中義一内閣は山東省
へ陸海軍を派遣することを決め、30 日在満州の陸軍中央部は大連を出発し、6 月 1 日青島
に上陸（第一次山東出兵）した。8 月 1 日中国共産党の軍隊が南昌で蜂起（南昌起義）し、
10 月中国共産党の毛沢東が井崗山にソビエト政権を樹立した。1928 年 5 月 3日日本軍が山
東省済南で国民政府軍と衝突（済南事件）し、6 月 4 日張作霖が爆殺された。7 月 25 日ア
メリカ合衆国が中華民国から徹兵し、10 月 8 日蒋介石が国民政府首席に就任した。 

















































く述べるが、1925 年 5 月 15 日上海にある紡績工場で起きた労働者に警官が発砲した事件を










こる光明への憧れと反抗の精神から革命への情熱を燃やした。1925 年 5 月 30 日及びその後
に起きる一連の流血事件の後、郭沫若は河上肇の「社会組織と社会革命」を翻訳すると同
時に軍閥の私闘によって農民が生活を奪われた宜興付近を視察し、農村問題への関心を深
















































囲的月亮』を発表した。1930 年 11 月長編小説『咆哮了的土地』を完成し、翌年 4月から肺












































































































第 3 節 五・三〇事件の影響 
 
 






















ァーソンが発砲を命じ、死者 10、負傷者 15、拘引者 53 名を出した27。この事件をきっかけ
に上海で全市規模のゼネストに発展し、さらに 6 月に始まった省港大罷工など全国に同様
の運動が広がった。五・三○事件は中国の民衆運動が五四運動から次の時代・段階に入っ













































































5 月 11 日学生達は集会を開いた後、校長室、寝室、秘書室を封鎖した。5月 27 日魯迅は
馬裕藻、銭玄同等七名の連名による「北京女子師範大学風潮に関する宣言」を『京報』に
発表し、六名の学名の退学処分を撤回するよう求めた。8 月１日楊蔭楡は学校を封鎖した。
この封鎖は教育総長章士釗を通じて国務会議に提出され、即日公布された。8 月 10 日魯迅
等六名の教員を発起人とする教員全員会議が開かれ教員代表九名、学生 12 名からなる「校
務維持会」を組織することを決議し、魯迅も委員となった。8 月 12 日教育部総長章士釗は
魯迅の教育部僉事の職を免職にした。これに対し魯迅も、8 月 22 日平政院に提訴し、許寿
裳は「章士釗に反対する宣言」を発表して魯迅を支援した。8 月 20 日、教育部専門教育司
長劉百昭がごろつきをつれて女子師範大学に乗り込み、学生を暴力的に排除した。当日、
北京の四二の団体が中山公園来今雨軒に集まり、北京女子師範大学校務維持会支援、章士
釗弾劾を決議した。9 月 20 日、外国語専門学校を借りて女子師範大学の試験が行われた。
















職問題も平政院への提訴が勝利し、1926 年 1 月 16 日、復職した[竹中 1985：73-79]。 










魯迅はそれに答える。手紙の往来は 1925 年 3 月から始まり、大学の問題処理などの相談が




と広東の間で書簡をやり取りし、二人は愛情を深め、結婚の約束もした。1927 年 1 月魯迅
は厦門大学を離れ、許広平のいる広東に向かい、中山大学に赴任した。1927 年 4 月蒋介石
の反共クーデターが起こり、労働者の大虐殺が行われ、学生も多数逮捕された。魯迅の身
にも危険が及び、10 月二人は広東を離れて上海の租界に移住し、社会から非難を浴びなが
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上海日商紡績工場の日本籍職員が共産党員の労働者顧正紅を射殺、労働者十余
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私は 1998 年 10 月来日し、日本語を学習したいという気持ちを抱え、2000 年から 2004 年
まで神戸親和女子大学国文学科で日本語教育を専攻した。それを機に日本文学に触れ、『万
葉集』、『奥の細道』など名作を翻くことができた。そのなかで最も衝撃を受けたのは川端
康成の『雪国』、『眠れる美女』、『山の音』など作品に用いられた表現であった。当時の私
は「こんな表現、どうやって訳すの」と思い始め、卒業論文では『雪国』の中国語翻訳本
を考察することにした。執筆作業を途中まで行ったとき、自分が在籍していた神戸親和女
子大学に中国語を理解できる先生がいらっしゃらないことに気づいた。当時の指導教師は
日本語教育分野の専門家であり、私の学習を温かく見守ってくださり、日本語で論文の内
容を確認し、日本語でアドバイスを下さった。日本語を理解する能力の限界を感じながら
十分に納得することができないまま、卒業論文を提出した。 
2004 年私は幸運にも大阪外国語大学大学院言語社会研究科博士前期課程の入試に合格し
た。最初の一年目は中国文学と日本文学の講義を受け、新しく吸収する知識が多くあった
が、修士論文のテーマはなかなか決まらなかった。一年目の終りに焦りを感じた私は当時
清華大学で在外研究中であった青野繁治先生に救いを求めた。その時に青野先生から聞か
されたのが劉吶鴎の名前であった。調べて分かったことは劉吶鴎が私と同様に新感覚派作
品の愛読者であった。同じく新感覚派のファンであっても私は作品の表現の美しさに引か
れ、劉吶鴎は表現だけではなく、大都会での色情生活の内容も好んでいた。その反映とし
て彼は日本文壇に発表された数えきれないほど多い作品の中から「橋」、「色情文化」、「七
階の運動」、「孫逸仙の友」、「黒田九郎氏の愛国心」、「これからの女」、「青空に描く」など
短編小説を選んで翻訳した。修士課程二年目の夏から私は劉吶鴎が日本文学のどの部分に
注目したかについて研究した。 
そして迎える 2006 年の春、これも幸運に私は同大学大学院の言語社会研究科博士後期課
程に入学することができた。博士後期課程において研究の視野を広げ、劉吶鴎の生涯及び
彼の作品の全体像を把握する必要があった。しかし彼の代表作『都市風景線』を手にした
118 
 
私は戸惑いを感じた。『都市風景線』に収録される作品には不倫、乱倫、セックスパートナ
ー交換などの題材がびっしり盛り込まれており、こういった題材をどう扱えばよいかを考
えると自信を失ってしまった。また自分が時間と努力を費やして仕上げた修士論文を身内
に見せた時に「文学は奥深くて幅広いのに、どうして色情を選んで書いたの」と言われた
ことを思い出す度に後味が悪かった。赤裸々な性欲と性行為の描写は、現代文学において
すでに珍しいものではなくなっていたが、女性という自身の立場からなかなか踏み出せな
かった。そういった些細な悩みを他人に相談することもできず、ただただ時間が過ぎてい
た。 
転機が訪れたのは大正末期の日本社会にモダンガールが存在したことと、1920 年代中国
文壇に「革命と恋愛」のスタイルをした革命文学が現れたことを知ることによって初めて
劉吶鴎がなぜ『都市風景線』の作品を書いたのか、を理解することができた。日本で青春
時代を過ごした劉吶鴎は若くて好奇の目で近代化へ進む日本社会の日ごと月ごと新しく変
化していく姿をみた。また世界的都市、上海で「革命と恋愛」という若者の心身に求めら
れる文体を吸収した。彼は自分の見たこと、感じたこと、新鮮で刺激のあることを文字に
して読者に伝えたのである。『都市風景線』は机に向かって想像で描いた風景画ではなく、
劉吶鴎が筆というカメラを回し、確かな視線で捉えた大都会の風景であり、彼にとって特
別な意味をもった記念写真だったのであろう。 
劉吶鴎研究を通じて私は文学作品の源は社会生活にあることを再認識し、1920 年代、30
年代の日本と中国の両国に現われた文学作品の多様性を知った。振り返ってみれば私が文
学についての知識と理解を一層深めたのは劉吶鴎の名前を知った日からであった。 
この論文の準備から完成まで 6 年間という予想より長い道程のなか、幾度も指導教授青
野繁治先生と田中仁先生からご指導を頂いた。そして中国文芸研究会、中国文化コロキア
ム及び大阪大学言語文化学会から未熟な研究成果を発表する機会を得た際にご来場の先生
方からも有意義な助言を頂いた。皆さまから頂いた時には難しく時には厳しいご指導とご
指摘が私をここまで成長させてくださった。また異国の地に不慣れな言葉を使って学業を
続け、心が折れそうな時にも温かく励ましてくれる家族がいたからこそ、博士論文を執筆
することができた。ここで長年に亘って私を応援してくださった皆様に深くお礼を申し上
げたい。 
